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成果指標一覧（2025.02.28）

１.　いのちを守る

1 防災・危機 １

地域防災力 地区防災計画策定率

住民自治協議会や自主防災組織（自治会）を単位に地区が主体的に策定した地区防災計画で市へ
の提出があった計画数
【記載基準案】１．対象地域の災害リスクの把握　　２．地域特性に応じた自助・共助の推進
　　　　　　　３．地域で策定する計画等の明記　　４．継続的な防災訓練の実施の明記等

２
危機管理体制 災害や危機事案への対応計画等に基づく訓練の実施 災害・危機対応に関する計画等に基づく訓練を実施し、計画の見直しを行う。

2 消防・救急 １
常備消防 救急車の平均現場到着時間 救急車の平均現場到着時間

２
消防団 消防団員の充足率 実団員数÷条例定数

３
救急 救急搬送所要時間

救急事案発生から搬送完了までの合計時間の平均
通報⇒現場到着＋受入病院確保⇒搬送完了

４
火災予防 人口１万人あたりの火災発生率 人口１万人あたりの火災発生率

3
医療 １

地域医療 救急患者受入率 夜間・休日における二次救急実施病院の患者受入率

２
上野総合市民病院 在宅復帰率 退院患者のうち自宅に帰った患者の割合(90％以上を維持)

4
環境 １

環境保全
「伊賀市ゼロカーボンシティ宣言」に基づく公民連携による事業化件数

公民連携による事業化件数(１件/年）

２
生活環境 市内河川の水質検査地点のBODの環境基準達成率 水質検査地点８地点のBODの環境基準達成率

３
衛生 斎苑の運営者都合による臨時休業日数

斎苑は、伊賀市斎苑条例施行規則第５条第５項第２号により毎月１回休日を設けることとしてお
り、毎月１日を休館日として運用

5
廃棄物 １

ごみ処理 人口１人当たりの一日のゴミの排出量 国の平均値880ｇを超えない(令和〇年度、市の人口1人当たりの一日のごみの排出量は779ｇ)

２
ごみの資源化 資源化ごみの割合 年間のごみ排出量の内、資源化ごみの割合を10％以上

３
し尿・浄化槽汚泥 排水処理水の数値 地元との環境協定で定められている基準値以下

４
不法投棄 不法投棄量 現状の年間回収量7,000㎏を年５％ずつ削減

6
上下水道 １ 水道水の安定供給

と下水環境の向上
上下水道技術職員の採用 目標：年１人

２
上水道

有収率
目標値：85.0％

３ 下水道
合併処理浄化槽
雨水

汚水処理人口普及率
目標値：86.8％
各年度末時点の行政人口に対し、公共下水道、農集、コミプラ、合併処理浄化槽等の生活排水処
理施設を利用できる人口割合（汚水処理施設使用人口/行政人口）×100

7
交通安全・
防犯

１
交通安全

人身事故件数
前年度比５％減

２
防犯・消費者保護

刑法犯認知件数
前年度比５％減

個別指標の説明No. 施策
基本事業の
キーワード

個別指標名（成果指標）



成果指標一覧（2025.02.28）

２.　くらしを支える

1
共生社会 １

共助 地域福祉資源力
地域福祉資源力は、地域福祉計画の成果を見える化するための指標の一つ。
地域共生社会の実現を目指すために必要不可欠な地域力を、人口1,000人あたりの地域資源の数により示すもの

２
相談 関係機関や地域等との連携率 相談内容に応じ、病院や施設等へ繋ぐ。または連携して対応した割合

３
つながり・社会参加 住宅確保要配慮者の住居確保割合 居住支援に係る実相談件数を基に、住居を確保した割合

2
健康 １

健康 健康寿命
65歳からの平均余命から介護等が必要な期間を除いた期間により算出した年齢
（平均余命－介護等が必要な期間）＋65歳 　※平均余命：65歳から死亡するまでの平均期間

２
国民健康保険 特定健診受診率 受診対象者のうち健診を受診した割合

保健指導の終了率 特定保健指導対象者のうち、保健指導を終了した割合

3
高齢者
福祉

１
保健と介護予防 65歳以上の介護認定率

65歳以上の高齢者のうち、介護認定を受けた人の割合
（介護認定率の低減＝健康で自立した高齢者の増加）

２
認知症 認知症サポーター養成講座受講率（年間目標500人）

認知症や認知症の人への対応について、正しい知識を学んだ人の年間目標人数（500人）に対する受講者数の割
合

３
成年後見 成年後見制度利用申立て件数 成年後見制度利用申立て件数

４
介護保険サービス

市内居宅介護支援事業所（包括含む）に勤務する介護支援専門
員の数

2024(令和６) 年４月１日時点の介護支援専門員の人数を基準とした変動率

4
障がい者
福祉

１
障がい者相談 特定相談支援事業所等への専門的な指導及び助言件数 特定相談支援事業所から専門的な助言指導を求められた際における基幹センターとして助言した件数

２
地域生活支援拠点 地域生活支援拠点事業　事前登録者数 国の平均値880ｇを超えない(令和〇年度、市の人口1人当たりの一日のごみの排出量は779ｇ)

３
障害福祉サービス 障害福祉サービス及び障害児通所支援の延べ利用件数 障害福祉サービス及び障害児通所支援の延べ利用件数

5
都市政策 １ コンパクトシティ・

プラス・ネットワー
ク

立地適正化計画に基づく誘導区域内への対象施設誘導率 誘導対象施設における誘導区域内立地件数／都市計画区域内立地件数

２
景観・公園 届出書の適合率 景観計画区域内における届出行為の景観形成基準への適合件数／届出件数

３
道路・河川 道路の舗装修繕率 実施した道路の舗装修繕距離／計画した道路の舗装修繕距離

河川の浚渫実施率 実施した河川の浚渫数／計画した河川の浚渫数

6 住環境 １ 住宅等の耐震化 補助制度による耐震化割合 年間耐震化戸数／年間の耐震診断総数

２ 市営住宅 国の交付金を活用した市営住宅の改善 国の交付金事業を活用した市営住宅改善工事数（累計）

３ 空き家 空き家バンクへの登録家屋数 空き家バンクへの登録家屋数

空き家バンクへの登録家屋数のうち契約が成立した件数 空き家バンクへの登録家屋のうち成約に至った物件数

7
公共交通 １

交通デザイン 交通系ICカードの利用率
公共交通ネットワークの利便性の向上のために利用される交通系ICカードの利用率（伊賀鉄道・にんまる・青山
行政バス・廃止代替バス路線）

２
バス 行政バスの利用者数 市民に一番身近な交通手段である行政バスの利用者数

３
鉄道網 交通事業者や、隣接自治体との利用促進事業数 市外からの誘客のため、交通事業者や沿線自治体と広域的な利用促進施策を行った事業数

４
伊賀線 伊賀鉄道年間利用者数 鉄道事業再構築実施計画に基づく利用者数

No. 施策
基本事業の
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３.　ひとを育む

1
こども １

こども家庭支援 子育て相談窓口の充実度 伊賀市こども計画のアンケートにより、子育てに係る相談窓口が「充実している」と思う割合

２
子育て こども・若者施策に対する市民の満足度 伊賀市こども計画に掲げる16の基本施策の満足度の平均値

３
幼児教育・保育 ０～２歳児の保育所（園）等利用率

保育士の加配や、幼稚園の認定こども園化、保育士確保による受入れ人数の増加により、０～２歳児の
保育利用率の段階的な増加を見込む。

2
人権・平和 １ 人権啓発

講演会、研修会等参加者の事業に対する理解度
講演会、研修会の参加者が、事業の目的を理解し、人権意識の向上につながったかを検証します。
　　　　　　　　　　←成果の具体的な図り方を追記（修正中）

２
非核平和 市内中学３年生の平和への貢献に関する意欲

市内の全中学３年生へのアンケートにおける回答を通じて、事業の効果を検証します。
　　　　　　　　　　←成果の具体的な図り方を追記（修正中）

３
男女共同参画 講演会、研修会等参加者の事業に対する理解度

講演会、研修会の参加者が、事業の目的を理解し、男女共同参画への意識向上につながったかを検証し
ます。　←成果の具体的な図り方を追記（修正中）

3
同和 １

同和 講演会、研修会への参加者の意識向上
講演会等への参加者アンケートを徴取し、意識の向上度を確認します。
　　　　　　　　　　←成果の具体的な図り方を追記（修正中）

１
同和 隣保館への来所による相談件数及びアウトリーチによる相談件数 隣保館への来所による相談件数及びアウトリーチによる相談件数

4
学校教育 １ 学校マニフェス

ト
将来の夢や目標を持っている割合

全国学力・学習状況調査（児童生徒質問紙）において「将来の夢や目標を持っていますか」（４月時
点）に対して肯定的に回答した小学６年生と中学３年生の割合

２

児童生徒
一人ひとりの特性に応じた個別の教育支援計画・指導計画の作成割
合

学校教育課による各学校への調査結果（12月末時点）で通常学級に在籍する特別な支援を要する児童生
徒（特別支援学級に入級していないが、巡回相談や教育支援委員会の対象となった児童生徒すべて）の
個別の教育支援計画・指導計画の作成割合

5
教育環境 １

教育環境 GIGA端末（タブレット）の活用状況
全国学力・学習状況調査（児童生徒質問紙）において「ICT活用で楽しみながら学習できているか」
（４月時点）に対して、肯定的に回答した小学６年生と中学３年生の割合

２
学校施設 施設改善率

児童・生徒が快適に学習できる環境整備として「空調機の未設置教室」や「トイレ様式化」の改善を行
う。

6
生涯学習 １

生涯学習 生涯学習活動事業における満足度
生涯学習活動事業への参加者にアンケート調査を実施し、その内容が肯定的(満足、ある程度満足)で
あった割合

人権問題について正しく学習し、人権教育啓発推進リーダーを育成
する機会の確保

人権問題について正しく学習し、人権教育啓発推進リーダーを育成する機会の確保

２
青少年健全育成 開催事業数、参加人数

青少年健全育成に向けた指導者育成講演会や、子どもと保護者、そして地域がつながりを深められる事
業の実施

小・中・高校生の不読率 １ヶ月に一冊も本を読まない小・中・高校生の割合

３
図書館 利用者数 貸出利用者数、学習室利用者数、イベント参加者数、レファレンス件数等の合計値

読み聞かせ会等のイベント事業実施回数 読み聞かせ会等のイベント事業実施回数

7
１

住民自治 住民自治活動に参加している人の割合 まちづくりアンケートにおける参画度

２
市民活動 市民活動支援センターへの相談件数 市民活動支援センターへの市民活動に係る相談件数

8
多文化共生 １

多文化交流 日本人と交流する外国人住民の割合
伊賀市外国人住民アンケート調査における「日常生活で日本人と会話することがある」外国人住民の割
合

9
１

地域の人材 高校生の地域への愛着度
IGABITO育成における高校生へのアンケート結果
　　　　　　　　　　←成果の具体的な図り方を追記（修正中）

２
移住・定住 新規相談件数 伊賀市が移住先の候補地に選ばれた件数

住民自治
・市民活動

定住
・関係人口

No. 施策
基本事業の
キーワード

個別指標名（成果指標） 個別指標の説明
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4.　にぎわいをつくる

1
観光 １ 観光誘客と情報

発信
観光消費額単価（円） 伊賀上野DMOが実施する来街者アンケートにより計測（４～３月で集計）

観光入込客数(人) 観光地域づくり法人(DMO)が行っているモバイルアンケート結果による２回以上のリピーター率(％)

２ 観光客の受け入
れ

リピーター率 DMOが実施する来街者アンケートにより計測

2
農業 １

農業 ふるさと納税の返礼品の農産物の返礼件数 ふるさと納税の返礼品の農産物の返礼件数

新規に認定された「認定農業者」数 新規に認定された「認定農業者」数

２
農村整備 多面的機能支払交付金の組織数の減少率 2025(令和７)年３月末の多面的機能支払交付金の組織数を基準とした減少率

３
鳥獣害 農業被害の軽減 被害面積

農業被害の軽減 被害金額

3
林業 １

林業
市内の原木市場へ搬出された材木の内、市内で伐採された材木の材
積

原木市場では生産者から集めた原木丸太の選別、仕分けを行い原木市を開催。森林整備の進捗状況を表
す。

4
市街地 １ にぎわい忍者回

廊
中心市街地の歩行者等通行量

スマートフォンのGPSを活用した人流測定による歩行者数の分析およびにぎわい忍者回廊事業をはじめと
した、まちなか回遊の事業効果を測定

２
市街地の活性化 中心市街地における新規出店数

居住人口の社会増減数の動向及び出店支援事業を通じて実際に出店に至った実績数により事業効果を図
る。

5
商工業
・産業立地

１
商工業 市内総生産額（第２次・第３次産業） 三重県市町民経済計算による第２次産業及び第３次産業の年間総生産額

２
企業立地 新規立地企業件数 県調査の工場立地動向調査における新規立地企業件数（累計）

6
就業・起業 １

雇用・就労 就職相談会における企業と求職者の就職面談件数
名張市や甲賀市、各地域の商工会議所や商工会、ハローワーク等との共催で行う就職相談会において、
企業と求職者が就職面談を行った件数

２
起業 「伊賀流創業応援忍者隊」の支援を受けて起業した件数

国の認定を受けた創業支援等事業計画に基づき、伊賀流創業応援忍者隊（伊賀市、上野商工会議所、伊
賀市商工会、ゆめテクノ伊賀）の支援を受けて起業した件数

7
文化・芸術 １

文化・芸術 市展「いが」出品者数・鑑賞者数
市展「いが」の一般応募者と鑑賞に訪れた人数の合計(市民が芸術に触れる機会の提供及び活動支援、文
化芸術活動の担い手育成への取り組みの効果を測る。）

２
文化芸術施設 利用者数 文化ホール、ミュージアム青山讃頌舎、岸宏子記念伊賀文学館の利用者数

３ 芭蕉翁顕彰 芭蕉祭献詠俳句等応募数 俳句、連句、絵手紙、ポスター原画の応募総数

8
歴史
・文化遺産

１ 文化財・歴史資
料の保護

指定及び登録文化財数（累計）
市内のさまざまな文化財・歴史資料等を調査・研究し、保存・継承すべきものとして取り組んだ成果を
図る。

文化財・歴史資料等調査件数
市内のさまざまな文化財・歴史資料等を調査・研究し、保存・継承すべきものとして取り組んだ成果成
果を図る。

２ 文化財・歴史資
料の活用

文化財・歴史に関する講座・展示等への参加者の満足度 文化財・歴史資料の価値と魅力を周知する取組とそれに対する評価

講座・展示回数 文化財・歴史資料の価値と魅力を周知する取組とそれに対する評価

３
歴史まちづくり 歴史的風致維持向上計画の事業進捗状況 歴史的風致維持向上計画に掲載された個別事業の完了した割合

9
スポーツ １

スポーツ活動 スポーツ活動実施率（定期的に運動を行う市民の割合） スポーツ活動を生活の中に取り入れる取組を進め、スポーツによる市民の健康増進を図る。

２
スポーツ施設 スポーツ施設の稼働率 市が運営・整備するスポーツ施設の利用状況

10
情報
・魅力の発信

１
魅力向上、発信 魅力度

地域ブランドの「魅力度」順位
※㈱ブランド総合研究所発行

No. 施策
基本事業の
キーワード

個別指標名（成果指標） 個別指標の説明



成果指標一覧（2025.02.28）

５．計画の推進　

1
計画の推進

財政運営 実質公債費比率 標準財政規模に対する公債費の割合（３年平均）

将来負担比率 標準財政規模に対する将来負担しなければならない負債の割合

運用収益 マイナスを出さない。運用収益を得る。

公有財産 公有財産の有効活用
公共施設最適化計画で定めた総量縮減目標である、延床面積34％（16.6万㎡）の縮減に取組み、適切な保有量を目指
します。

税収と債権 個人住民税の電子申告利用者数 令和７年度中に行われる税システム標準化に合わせて導入する個人住民税の電子申告

滞納繰越債権額 納付期限を過ぎた未収債権（滞納）で翌年度に繰り越した額

デジタルトランスフォー
メーション

デジタルサービスの利用普及率 導入したデジタルサービスの利用の進捗

行政改革 業務改善や見直しによる削減時間 持続可能な行政経営に向けたアクションプランによる、削減時間の合計

広聴広報
伊賀市公式LINEお友達登録者数を10,000人増
やします。

【R５年度末】7,351人→【R10年度末】18,000人

人材の確保
・育成と職場環境

各年度の採用計画の達成率 各年度の採用計画に掲げる採用予定者数に対する実採用者数の割合

人事評価が標準点以上の職員の割合 人事評価対象職員（行政職に限る）のうち人事評価における能力評価が標準点以上の職員が占める割合

長時間労働の是正（減少率） 2024(令和６)年度の時間外勤務時間数（選挙と災害に係るものを除く）を基準とした減少率

行政組織 有効改善提案の割合 組織改善委員会への改善提案のうち、委員会で有効と判断された割合

定住自立圏 圏域市町村の人口（減少率） 圏域市町村のXX年XX月末の人口（住民基本台帳）を基準とした減少率（社人研推計よりも減少を抑制させる）

広域連携 広域連携事業数 伊賀市外の主体との広域連携に係る主催・共催・後援等を行った事業数

No. 施策
基本事業の
キーワード

個別指標名（成果指標） 個別指標の説明


